
 
 
 
 
 
 

1年 B組 学級通信NO.67 

 ☆いよいよ合唱祭☆ 

 いよいよ明日は合唱祭の本番です。体育館で歌っているときと、教室で歌っているときの違いを感じますか？

以前、話をしましたが本番は文化会館で教室よりも会場が広く、多くの人間が座って見ることになります。歌声

が拡散したり、音を吸収されてしまったりして練習のときのように声が遠くまで届きません。多くの人に 1年 B
組の素敵な合唱を届けるためにも、大きな口を開けて、大きな声を出すようにしましょう。みなさんが一生懸命

歌っている姿は見ている人を感心させることができると信じています。みんなで力を合わせるとすごく大きなパ

ワーになることを実感してほしいと思います。 
よく部活でもチームプレイが大事だと言います。しかし、チームプレイは、基本的には個人の力が集まって行

われるものです。サッカーや野球、バレーボールでも、顧問の先生からサインや指示が出されると思います。あ

そこにパスをしろ、バントしろ、スパイクしろと…。でも、パスが受けられない、バントを失敗する、トスが流

れてしまう。それでは、いくらサインが出ても、意味がありません。各自がそのサインに答えられるだけの力を

つけないとダメです。合唱も同じです。上手な人、苦手な人、いろいろな人がいます。でも、苦手な人は苦手な

人なりに、口を大きく開けて大きな声を出す努力をしてくれないと、全体としては上手にならないのです。 
言われたことが、クラスで 3人しかできないか、10人できるか、20人できるか、30人できるか、34人全員

できるか、その違いが本番で出ます。一人ひとりが、一生懸命努力しましょう。 

 


